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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月21日(2021.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　この発明は、電子ピアノや電子オルガンなどの鍵盤楽器および鍵盤楽器を製造する方法
に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　この発明が解決しようとする課題は、上ケースの振動が鍵に伝わることがない鍵盤楽器
および鍵盤楽器を製造する方法を提供することである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この発明の一態様は、上側取付部を有する上ケースと、前記上側取付部に対応する下側
取付部を有する下ケースと、複数の鍵が連結されている鍵連結部であって、少なくとも前
記上側取付部および前記下側取付部のいずれか一方が内部に配置されている挿入孔が設け
られている鍵連結部を有する鍵ユニットと、前記上側取付部と前記下側取付部とを固定し
ている固定部材と、を備える鍵盤楽器である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上側取付部を有する上ケースと、
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　前記上側取付部に対応する下側取付部を有する下ケースと、
　複数の鍵が連結されている鍵連結部であって、少なくとも前記上側取付部および前記下
側取付部のいずれか一方が内部に配置されている挿入孔が設けられている鍵連結部を有す
る鍵ユニットと、
　前記上側取付部と前記下側取付部とを固定している固定部材と、
　を備える鍵盤楽器。
【請求項２】
　前記固定部材は、前記上側取付部と前記下側取付部のうちのいずれか一方の、前記鍵ユ
ニットの内部に配置されている取付部に設けられた締結挿入孔を通して、前記上側取付部
と前記下側取付部のうちのいずれか他方の取付部に設けられた締結穴に締結することによ
り、前記上側取付部と前記下側取付部とを固定している、請求項１に記載の鍵盤楽器。
【請求項３】
　前記固定部材は、前記下側取付部に設けられた前記締結挿入孔を通して、前記上側取付
部に設けられた前記締結穴に締結している、請求項２に記載の鍵盤楽器。
【請求項４】
　前記下側取付部には前記鍵連結部の前記挿入孔が対応して配置され、前記上側取付部が
前記鍵連結部の前記挿入孔内に配置されている状態で、前記上ケースと前記下ケースとが
固定されている、請求項１～請求項３のいずれかに記載の鍵盤楽器。
【請求項５】
　前記下側取付部には前記鍵連結部の前記挿入孔の縁部が載置される環状突起が設けられ
ており、前記上側取付部は前記環状突起内で嵌合している、請求項１～請求項４のいずれ
かに記載の鍵盤楽器。
【請求項６】
　前記下ケースには前記鍵連結部が載置される保持部が鍵配列方向に沿って不連続で設け
られ、前記下側取付部は前記保持部の前記不連続な箇所に配置されている、請求項１～請
求項５のいずれかに記載の鍵盤楽器。
【請求項７】
　前記下側取付部は前記下ケースに設けられた台座部上に設けられている、請求項１～請
求項６のいずれかに記載の鍵盤楽器。
【請求項８】
　前記鍵ユニットは、白鍵ユニットと黒鍵ユニットとを有し、前記挿入孔は、前記白鍵ユ
ニットの白鍵連結部に設けられた切欠き部と、前記黒鍵ユニットの黒鍵連結部に設けられ
た孔と、を有している、請求項１～請求項７のいずれかに記載の鍵盤楽器。
【請求項９】
　下ケースに、複数の鍵が連結されている鍵連結部を有する鍵ユニットを、前記鍵連結部
の位置で固定する第１の工程と、
　上ケースと、前記鍵ユニットと、前記下ケースと、を、前記鍵連結部の位置で、下側か
ら固定する第２の工程と、
　を実行することにより鍵盤楽器を製造する方法。
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